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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロータ軸を回転自在に支持してラジアル荷重を受ける筒状の軸受本体と、筒状部を有す
るモータのベースとを備え、前記軸受本体が前記筒状部に嵌合すると共に接着剤により固
着されて成るモータにおいて、
　前記軸受本体および前記モータのベースは導電性を有し、前記軸受本体の外周面および
前記筒状部の内周面の少なくとも一方に、前記ロータ軸の軸方向に沿って延在する凸条を
有し、その凸条を介して前記軸受本体とモータのベースとが接触して電気的に導通される
構成にして成ることを特徴とするモータ。
【請求項２】
　前記凸条に隣接して凹溝が設けられていることを特徴とする請求項１記載のモータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はハードディスク、ＣＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、又はＤＶＤといったディスクをドライ
ブするディスク駆動装置をはじめ、各種装置の駆動源として用いられるモータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、情報記録媒体としてのディスクの回転駆動用として、動圧型の流体軸受を備えた
スピンドルモータが多用されている。
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【０００３】
　係るモータは、例えばステータを構成するモータベースに接着剤にて筒状の軸受本体（
スリーブ）を固着し、その軸受本体とロータ軸との間に潤滑油を充填した構成であり、そ
の利点として荷重負荷能力が大きく、高速性能に優れることなどが挙げられる。
【０００４】
　しかし、その種のモータをディスクの回転駆動に用いた場合、ディスクは高速回転され
るため、当該ディスクが周辺の空気と摩擦により帯電して情報の読み取り／書き込みを行
うヘッドとの間で放電を起こし、これによってヘッドが破壊されて情報の読み取りや書き
込みを行えなくなることがあった。
【０００５】
　ここに、ディスクに帯電した静電気が軸受本体からモータベース側に放出される構成で
あれば上記のような問題は発生しないが、一般に軸受本体とモータベースは導電性を有し
ないアクリル系接着剤などで固着されるので、ディスクを保持するロータハブと軸受本体
との間は電気的に導通されるものの、軸受本体とモータベースとは電気的に絶縁状態とな
っていることが多く、このため上記のような問題が頻発するという問題があった。
【０００６】
　尚、上記のような問題を解決するため、モータベースに対して導電性を有する接着剤で
軸受本体を固着することも行われているが、導電性接着剤を用いるものでは接着面の酸化
状態などの条件によって接着状態が不安定となるため、モータベースと軸受本体との間に
おける電気的導通状態を安定的に確保することは困難であった。
【０００７】
　そこで、モータベースに軸受本体を接着剤にて固着した後、その両者の接着部の端部に
ピンを挿入し、これによりモータベースと軸受本体の接着部に塑性変形を生じせしめて両
者を電気的に導通させることが行われている（例えば、特許文献１）。
【０００８】
　又、モータベースの円筒部内周面に環状の凸部を設け、その環状凸部に対して軸受本体
を圧入するようにしたモータも知られる（例えば、特許文献２）。
【０００９】
【特許文献１】特開平９－１２６２４０号公報
【００１０】
【特許文献２】特開２００４－１８０４４８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、特許文献１のように、モータベースに接着剤を用いて軸受本体（スリー
ブ）を固着した後、モータベースと軸受本体との接着部にピンを挿入して塑性変形を生じ
させる方法では、モータベースと軸受本体との接着部のみならず、軸受本体の内径も変形
させてロータ軸の回転性能を悪化させてしまう虞があり、最悪の場合には軸受本体内に封
入した潤滑油が外部に漏れ出す可能性がある。
【００１２】
　一方、特許文献２では、環状凸部により軸受本体の外周の一部分が周方向に保持される
だけなので、モータベースに対して軸受本体が傾いた状態に取り付けられてしまう虞があ
る。
【００１３】
　本発明は以上のような事情に鑑みて成されたものであり、その目的は軸受本体とモータ
ベースを電気的導通状態に保って良好に結合できるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は上記の目的を達成するため、
ロータ軸５を回転自在に支持してラジアル荷重を受ける筒状の軸受本体４と、筒状部１Ａ
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を有するモータのベース１とを備え、前記軸受本体４が前記筒状部１Ａに嵌合すると共に
接着剤により固着されて成るモータにおいて、前記軸受本体４および前記モータのベース
１は導電性を有し、前記軸受本体４の外周面および前記筒状部１Ａの内周面の少なくとも
一方に、前記ロータ軸５の軸方向に沿って延在する凸条１１を有し、その凸条１１を介し
て前記軸受本体４とモータのベース１とが接触して電気的に導通される構成にして成るこ
とを特徴とするモータを提供する。
【００１５】
　又、凸条１１に隣接して凹溝１０が設けられていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明に係るモータによれば、軸受本体の外周面および筒状部の内周面の少なくとも一
方に、ロータ軸の軸方向に沿って延在する凸条が形成され、その凸条を介して軸受本体と
モータのベースが電気的に導通されることから、軸受本体をモータのベースに対して傾き
なく高い同軸精度で固着しながら、その両者をロータ軸に沿う凸条により確実に導電接触
せしめてディスクとヘッドとの間における放電現象を効果的に防止することができる。
【００１７】
　又、凸条に隣接して凹溝が設けられている。その結果、凸条の少なくとも一部が凹溝の
開口幅を狭めるように塑性変形するので、モータのベースの筒状部と軸受本体との嵌合に
より軸受本体にその内径を縮小させるような圧力が発生するのを防止できる。このため、
ロータ軸の回転性能が損なわれず、高品質のモータを提供することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図面に基づいて本発明を詳しく説明する。図１は本発明に係るモータ（電動機）
を示した縦断面図である。尚、本例において、係るモータは、ハードディスクなどを回転
させるディスク駆動用スピンドルモータとして図示せぬディスク駆動装置内に組み込まれ
る。
【００１９】
　図１において、１はステータを構成するモータのベース（以下モータベース１という）
である。このモータベース１はアルミニウムなどの導電性材料から形成されるもので、そ
の中央部分には円筒状の筒状部１Ａが一体に形成される。
【００２０】
　そして、モータベース１の筒状部１Ａの外周にはステータコア２が固着され、そのステ
ータコア２にステータコイル３が巻回される構成とされる。
【００２１】
　４はモータベースの筒状部１Ａに嵌め込まれる円筒状の軸受本体（スリーブ）であり、
この軸受本体４は、筒状部１Ａとの間に塗工される接着剤によりモータベース１に固着さ
れる。特に、軸受本体４は、動圧型の流体軸受を構成するラジアル軸受であり、その内周
部にはロータ軸５が挿入され、ロータ軸５との間には潤滑油で満たされる動圧発生溝４Ａ
が形成される。
【００２２】
　そして、係る軸受本体４は、ロータ軸５を回転自在に支持して該ロータ軸との間に介在
する潤滑油を介しラジアル荷重を受けることとなる。尚、軸受本体４は真鍮母材に無電解
ニッケル鍍金などを施したり、ステンレス材にパッシベーションを施したりして成る導電
性部材であり、モータベース１とは導電接続されて電気的に導通状態とされるが、係る構
成については後述する。
【００２３】
　又、軸受本体４の一端開口部分はシール板６により密封されると共に、ロータ軸５の一
端にはシール板６に対向してフランジ部５Ａが形成される。そして、シール板６にはフラ
ンジ部５Ａやロータ軸５の端面に対向する位置でスラスト荷重を受ける図示せぬ動圧発生
溝が形成され、軸受本体４にもシール板６に対向する位置で図示せぬ動圧発生溝が形成さ
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れる。
【００２４】
　一方、ロータ軸５の先端には、ディスクＤを保持するためのロータハブ７が圧入状態で
固着され、そのロータハブ７にはステータコア２に対向してマグネット８が固着される構
成としてある。尚、ロータ軸５やロータハブ７も導電性を有するものであり、それらは潤
滑油を介して軸受本体４と電気的に導通した状態となっている。
【００２５】
　ここに、ステータコイル３に駆動電流を流してロータハブ７を回転させると、そのロー
タハブ７に保持されたディスクＤが周辺の空気との摩擦により帯電するが、本発明に係る
モータによれば、ディスクＤの表面に帯電した静電気がヘッド９との間で放電せず、軸受
本体４からモータベース１を通じてディスク駆動装置の筐体などに放出されるようになっ
ている。
【００２６】
　図２はモータベースと軸受本体の斜視分解図であり、図３には本発明の特徴的部分を誇
張して示した模式図を示す。
【００２７】
　これらの図で明らかなように、本例ではモータベース１の筒状部１Ａの内周面に４つの
凹溝１０が９０度間隔に形成されると共に、その各凹溝１０の両側に凸条１１が形成され
る。その凹溝１０および凸条１１はロータ軸５の軸方向に沿って形成されるもので、凹溝
１０の深さは０．３～０．７ｍｍ程度、凹溝１０の幅は約０．２～０．７ｍｍ程度とされ
る一方、凸条１１の高さは０．１～０．２ｍｍ程度、凸条１１の幅は０．２～０．３ｍｍ
程度とされる。
【００２８】
　そして、本例によれば、図４に示すように、モータベース１の筒状部１Ａに軸受本体４
を嵌め込んだとき、凸条１１の頂部が軸受本体４の外周面に接触し、これによってモータ
ベース１と軸受本体４が電気的に導通されるようになっている。尚、筒状部１Ａと軸受本
体４との間には１５μ程度の隙間が形成され、その隙間には従来と同様に接着剤１２が充
填され、その接着剤１２により軸受本体４がモータベース１に対して固着されるようにな
っている。因みに、その接着剤１２は導電性を有するものでも導電性を有しないものでも
よいが、高い接着強度を得るためには非導電性の接着剤を用いることが好ましい。
【００２９】
　一方、凹溝１０と凸条１１は様々な方法により形成することができるが、本例ではモー
タベース１よりも硬質の先端が尖った金属棒等から成る切削工具を用いて筒状部１Ａの内
周面を引掻くことにより凹溝１０と凸条１１を同時に形成している。そして、そのような
方法により形成される凸条１１は高可塑性を有するために筒状部１Ａに対する軸受本体４
の嵌め込みを負荷なく行え、しかもモータベース１の筒状部１Ａと軸受本体４の嵌合時に
は凸条１１が塑性流動を生じ、その少なくとも一部が凹溝１０の開口幅を狭めるように塑
性変形して凹溝１０内に押し戻されるようになるため、凸条１１の初期高さが大きい場合
でも、軸受本体４にその内径を縮小させるような圧力が発生するのを防止することができ
る。但し、凹溝１０を省略して凸条１１のみを上記とは別の方法で形成するようにしても
よい。
【００３０】
　尚、凸条１１の長さに制限はないが、当該凸条１１は軸受本体４との接触面積を大きく
する点で筒状部１Ａと軸受本体４との嵌合長の半分以上の長さを有していることが好まし
い。又、モータベース１の筒状部１Ａに対する軸受本体４の同軸度を上げる点で、凸条１
１は少なくとも３つを筒状部１Ａの周方向に略等間隔に形成することが好ましい。
【００３１】
　以上、本発明の好適な一例を説明したが、凸条１１はモータベース１の筒状部１Ａの内
周面に限らず、軸受本体４の外周面に形成してもよいし、筒状部１Ａの内周面と軸受本体
４の外周面との双方に形成してもよい。
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　図５は、軸受本体４の外周面に凸条１１を形成した例である。尚、本例でも上記と同様
の方法によりロータ軸５の軸方向に沿って軸受本体４の外周４箇所に凹溝１０が形成され
ると共に、その各凹溝１０の両側に凸条１１が形成されるが、凹溝１０を省略して少なく
とも３つの凸条１１をロータ軸５の軸方向に沿って軸受本体４の外周面に形成するように
してもよい。
【００３３】
　そして、軸受本体４の外周面に凸条１１を形成した場合でも、図６のように軸受本体４
をモータベース１の筒状部１Ａに嵌め込んで接着剤１２にて固着したときに、筒状部１Ａ
の内周面に凸条１１の頂部を接触せしめてモータベース１と軸受本体４を電気的に導通さ
せ、これによりディスクの表面に帯電した静電気をモータベース１側に放出することがで
きる。
【００３４】
　尚、軸受本体４は動圧型流体軸受を構成するものに限らず、その他のすべり軸受、ある
いは転がり軸受でもよい。又、係るモータはディスク駆動用のみならず、各種装置の駆動
源として利用可能であること勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明に係るモータの構成例を示す縦断面図
【図２】モータベースと軸受本体の斜視分解図
【図３】モータベースに凸条を形成した例を示す模式図
【図４】図３のモータベースに軸受本体を固着した状態を示す説明図
【図５】軸受本体に凸条を形成した例を示す模式図
【図６】図５の軸受本体をモータベースに固着した状態を示す説明図
【符号の説明】
【００３６】
　　１　モータベース
　　１Ａ　筒状部
　　２　ステータコア
　　３　ステータコイル
　　４　軸受本体
　　５　ロータ軸
　　７　ロータハブ
　　８　マグネット
　　９　ヘッド
　１０　凹溝
　１１　凸条
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